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編集後記：昨今のIT化の波は我々の学界にも確実に

押し寄せつつある．この5月に暫くぶりに米国地球物

理学連合（AGU）刊行の研究レター誌（GRL）に短い

論文を投稿しようとした際投稿が完全に電子化され

たのを知り驚いた．既に経験済の方もかなりいらっ

しゃると思うが，投稿の際にはAGUのホームページ
の然るべき個所に接続し，指示に従って著者や論文の

情報を入力していき，最後に掲載する本文や図の電子

ファイルを指定するのである．すると，インターネッ

トに接続された自分のパソコンから，それらがAGU

側に読み込まれ，10分足らずのうちに1つのPDF
ファイルに自動変換される．編集委員から論文題目と

要旨を電子メールで知らされた査読者は，AGUホー
ムページの然るべき個所から論文のPDFファイルを
入手した後，半月以内に査読意見を同ホームページの

別な場所に書き込むと，それがやはりインターネット

経由で編集委員に渡るといった具合である．

　従って，著者は論文の中身を全て電子ファイルで用

意する必要がある．本文に関しては，巷に出回ってい

るM社製ワープロソフト用の雛形をAGUが用意し
ており，それを利用すれば済むのだが，図は所謂EPS

ファイル等形式が限定されている．その時は共著者の

大学院生が図を作ってくれて助かったのだが，その2

か月後AGUの別の学術誌（JGR）に随分前に投稿した

論文がやっと受理されはしたものの，その雑誌も直前

に投稿が完全電子化されてしまっていて，紙に印刷し

ておいた図を全て電子化し直すはめに陥った．

　その作業をしながら，未来の論文執筆活動は一体ど

うなってしまうだろうかと考えてしまった．AGUは
電子化に取り分け熱心で，今後論文の「出版」は電子

媒体を主体とするようである．既に各雑誌の掲載論文

は投稿年毎に付与され通し番号のみで認識され，「掲載

頁」という概念が意味を失った．流石にこの余りに性

急なAGUの姿勢は最近Science誌（2002年8月30日
号）で椰楡されたが，他学会でも印刷や査読作業の効

率化を睨んで電子投稿が主流となってゆこう．

　そうなると，研究者個人がワープロやコンピュータ

グラフィクスに関する最新の知識をかなりの程度持ち

合わせるか，傍にそうした知識のある人がいる必要が

ある．諸々の責務から解放された定年後はゆっくり論

文でも書こうなどという“hapPyretirement”は，定

年後も自分で研究費さえ確保すれば，研究室がもらえ

若手研究者も雇える米国だけで許される贅沢となって

しまうのだろうか．いずれ本学会も電子投稿をどこま

で推し進めるかの判断を迫られよう．その際，ハイテ

ク知識が充分でない会員の論文執筆活動の自由にどの

程度配慮するかが，議論の的の1つとなるに違いない．

欧米の関連学会が挙って電子投稿に移行する中，旧来

の投稿様式も許す姿勢を独り貫くのも，議論の対象と

なり得る選択肢の1つであろう．　　　　（中村　尚）
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